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３．11 PP プロセスプログラム情報アクセスサービス関数 

 

 プロセスプログラム情報は、DSHGEM-LIBが管理します。従って、APPはこれらの情報をアクセスと関連メッセージを

送信するために以下のDSHGEM-LIB API関数を使用します。 

 

        APP                               DSHGEM-LIB                         装置  

情報取得と 

ﾒｯｾｰｼﾞ送信 

 

PP情報 

ｱｸｾｽ、ﾒｯｾｰｼﾞ送信 

API関数 

 

S7F3

S7F5 etc 

ﾒｯｾｰｼﾞ 

送受信処理

PP情報 

S7F3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）情報アクセスと送信API関数 

 

プロセスプログラム情報のアクセスと装置へのメッセージ送信に関連するサービスのためのAPI関数名は

一覧表のとおりです。 

 

 API関数名 機能 

1 GemAllocPpInfo() PP情報領域を割当て登録します。 

2 GemSetPpInfo() PP ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を設定・変更します。 

3 GemSetPpInfoX() ｲﾝﾃﾞｸｽ指定ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を設定・変更します。 

4 GemGetPpInfo() PPID指定でﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を取得します。 

5 GemGetPpInfoX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を取得します。 

6 GemDelPpInfo() PPID指定でﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を削除します。 

7 GemDelPpInfoX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を削除します。 

8 GemGetPpId() 指定したPPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽのPPIDを取得します。 

9 GemGetPpIdIndex() 指定したPPIDの情報ｲﾝﾃﾞｸｽを取得します。 

10 GemSetPpState() PPID指定でPPの状態を設定します。 

11 GemSetPpStateX() PP情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でPPIDの状態を設定します。 

12 GemGetPpState() PP指定でPPの状態を取得します。 

13 GemGetPpStateX() PP情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でPPIDの状態を取得します。 

14 GemGetPpList() PPID の一覧ﾘｽﾄを取得します。 

15 DshInitPpInfo PP情報構造体TPP_INFOを初期設定します。 

16 GemSendS7F1 () S7F1 PP情報LOAD問合せを装置に送信します。 

17 GemSendS7F3() S7F3 PP情報を装置に送信します。 

18 GemSendS7F5() S7F5 PP情報を装置から取得します。 

19 GemSendS7F17() S7F17 PP情報を装置から削除します。 

20 GemSendS7F19() S7F19 PP情報一覧を装置から削除取得します。 

 
PPIDインデクスは、DSHGEM-LIBが管理する各PPIDの領域番号です。このインデクスの値は、

GemAllocPpInfo()関数実行時にDSHGEM-LIBによって割当てられ、APPに渡されます。また、PPID情報の取

得時に、情報格納構造体のメンバーの indexに設定されます。 
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（２）ライブラリ関数 

 

他にAPPが使用できるプロセスプログラム情報処理用API関数として、以下の関数があります。 

 

 API関数名 機能 

1 DshDecodeS7F3() S7F3のﾒｯｾｰｼﾞ内PP情報をTPP_INFO構造体にﾃﾞｺｰﾄﾞ収納するための関数です。 

 

2 DshEncodeS7F3() TPP_INFO構造体のﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報をS7F3ﾒｯｾｰｼﾞにｴﾝｺｰﾄﾞするための関数です。

 

3 DshFreeTPP_INFO() PP情報が格納されているTPP_INFO構造体とその内部で使用されているﾒﾓﾘを開放

するための関数です。 

4 DshCopyTPP_INFO() TPP_INFOのﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報をｺﾋﾟｰします。 

 

5 DshInitPpInfo() PP情報構造体TPP_INFOを初期設定します。 

 

6 DshMakeS7F3Response() S7F4応答ﾒｯｾｰｼﾞを生成し、送信するための関数。u_s7f3.cで使用します。 

 

7 DshDecodeS7F17() S7F17を削除ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ一覧情報構造体TPPID_LIST内にデコードします。 

 

8 DshDecodeS7F20() S7F20をﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ一覧情報構造体TPPID_LIST内にデコードします。 

 

9 DshFreeTPPID_LIST() TPPID_LIST構造体内で使用されているﾒﾓﾘを開放します。 

 

10 DshDecodeS7F27() S7F27 ﾒｯｾｰｼﾞ内のﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ妥当性情報をTPP_PVS_LIST構造体内にﾃﾞｺｰﾄﾞしま

す。 

11 DshFreeTPP_PVS_LIST() TPP_PVS_LIST構造体内で使用されているﾒﾓﾘを開放します。 

 

 

（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 
1 DshResponseS7F2() 

 

S7F2 プロセスプログラムロード問合せ応答 

2 DshResponseS7F4() 

 

S7F4 プロセスプログラム送信応答メッセージ 

3 DshResponseS7F6() 

 

S7F6 プロセスプログラム要求応答メッセージ 

4 DshResponseS7F18() 

 

S7F18プロセスプログラム削除指示応答メッセージ 
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３．11．１ 使用する情報格納構造体 

 

（１）プロセスプログラム情報を操作する関数は、共通の情報格納のためのTPP_INFO構造体を使用します。 

 

typedef struct{ 

        int     index;                  // 情報格納場所ｲﾝﾃﾞｸｽ 

        int     state;                  // PPの状態(APPが任意に決める) 

        char    *name;                  // pp名(装置管理情報定義ﾌｧｲﾙで与えられた名前) 

        int     ppid_fmt;               // ppidのｱｲﾃﾑﾌｫｰﾏｯﾄ( Format 10 ASCIIが設定されます。)

        int     ppid_size;              // 同配列ｻｲｽﾞ(実際のppidのﾊﾞｲﾄ長です。) 

        int     max_ppid_size;          // 配列ｻｲｽﾞの最大値 

        char    *ppid;                  // ppid値格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

        int     ppbody_fmt;             // ppbodyのｱｲﾃﾑﾌｫｰﾏｯﾄ( Format 10 ASCIIが設定されます。)

        int     ppbody_size;            // 同配列ｻｲｽﾞ(実際のppbodyのﾊﾞｲﾄ長です。) 

    }TPP_INFO;                      // formatted process program 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）PPID(プロセスプログラムID)リスト格納用構造体 – S7F19メッセージの応答メッセージデコード情報用 

 
typedef struct{ 

        int         count;     // ppid_listに含まれるPPIDの数 

        char        **ppid_list;       // ppidが格納されているﾘｽﾄ 

        } TPPID_LIST; 

 

 

 

 

 

 

（３）PP (プロセスプログラム)妥当性情報 – 装置からのS7F27メッセージデコード情報用 

 

typedef struct{ 

        char        *ppid;      // ppid 

        int         err_count;           // 妥当性で検出されたｴﾗｰ情報の数 

        TPP_PVS_INFO **err_list;   // ｴﾗｰ情報のﾘｽﾄ 

        } TPP_PVS_LIST; 

 

typedef struct{ 

        int         ackc7a;      // ack 

        int         seqnum;      // 番号 

        char        *errw7;      // ｴﾗｰ情報(文字列) 

        } TPP_PVS_INFO; 
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３．11．２ PP プロセスプログラム情報アクセス関数 

 
３．11．２．１ GemAllocPpInfo() - プロセスプログラムの登録 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemAllocPpInfo(  

int  eqid,               // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,              // PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int  *index              // 得られた情報領域ｲﾝﾃﾞｸｽ格納用ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemAllocPpInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemAllocPpInfo( 

        int eqid, 

        byte[]   ppid, 

        ref int index ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

登録したいプロセスプログラムのIDが格納されているポインタです。 

index 

登録された情報領域のインデクス値が格納される領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に登録できた。 

1 指定されたPPIDは既に登録されていた。 

(-1) 登録できなかった。 

 

（４）説明 

プロセスプログラムを新規にシステムに登録するための関数です。 

引数ppidで与えられるプロセスプログラムIDをシステムに登録します。 

 

正常に登録できた場合は、indexで指定される領域に登録された情報領域のインデクスが設定返却されます。 

 

もし、ppidに指定されたプロセスプログラムが既に登録済みであった場合には関数の戻り値 1 を返却しま

す。indexには既に登録されている情報領域のインデクスが設定されます。 

得られたインデクスを使って、情報の設定、取得、削除などのアクセスを行うことができます。 
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３．11．２．２ GemSetPpInfo()  - プロセスプログラム情報の設定 

.               GemSetPpInfoX() - インデクス指定によるプロセスプログラム情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSetPpInfo(  

int      eqid,              // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TPP_INFO *pinfo              // PP情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

API int APIX GemSetPpInfoX(  

int      eqid,              // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int      index,              // GemAllocPpInfo()で得られたｲﾝﾃﾞｸｽ値  

TPP_INFO *pinfo              // PP情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSetPpInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

Function GemSetPpInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSetPpInfo( 

        int eqid, 

        ref TPP_INFO pinfo ); 

 

int GemSetPpInfoX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref TPP_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

pinfo 

設定したいプロセスプログラム情報が格納されている格納構造体領域のポインタです。 

index 

PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 
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(-1) 設定できなかった。 

 

（４）説明 

本関数は、pinfoに格納されているプロセスプログラム情報の設定・変更に使用します。index値の指定に

よっても設定できます。 

 

引数pinfo内のppidメンバーに指定されるプロセスプログラムIDの情報として設定されます。 

 

pinfo内にはPPIDの他、 PPBODY情報が含まれます。 

指定したPPIDが既に登録済みである場合、pinfo内の情報にすべて書き換えられます。 

 

pinfo内のPPIDが未登録であった場合は、登録手続きをしてからPP情報を設定します。 

(GemAllocPpInfo()関数で行われる登録と同じ登録が行われます。) 
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３．11．２．３ GemGetPpInfo()  - プロセスプログラムの取得 

.               GemGetPpInfoX() - インデクス指定でのプロセスプログラムの取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetPpInfo( 

int       eqid,                // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid,                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

TPP_INFO  *pinfo                // PP情報を格納する構造体ポインタ 

);  

 

API int APIX GemGetPpInfoX( 

int       eqid,                // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                // PPID情報のインデクス 

TPP_INFO  *pinfo                // PP情報を格納する構造体ポインタ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetPpInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

Function GemGetPpInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetPpInfo( 

        int eqid, 

        byte []ppid, 

        ref TPP_INFO pinfo ); 

 

int GemGetPpInfoX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref TPP_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

PPIDが格納されている領域のポインタです。 

pinfo 

取得したPP情報を格納する構造体領域のポインタです。 

index 

PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 
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インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。(未登録であった) 

 

（４）説明 

ppidまたはindexに指定されているPPIDのプロセスプログラム情報をppinfoで指定されたメモリ領域に

取得格納します。 

 

TPP_INFO構造体の中に情報を格納するために必要なメモリは、DSHGEM-LIBが準備確保します。即ち、構造

体のメンバーの中でポインタになっている情報の実体即ち、ppid,ppbodyのためのメモリはDSHGEM-LIBが

準備します。 

これらのメモリは、使用後、ユーザがDSHGEM-LIBのAPI関数を使って次のように開放してください。 

 TPP_INFO   *pinfo;  

 

           if ( GemGetPpInfo( ppidinfo ) == 0 ){ 

          pinfoの処理 

             処理終了後 

                 DshFreeTPP_INFO( pinfo );         // pinfo内に使用されているﾒﾓﾘの開放 

            } 
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３．11．２．４ GemDelPpInfo()  - プロセスプログラムの削除 

.               GemDelPpInfoX() - インデクスでのプロセスプログラムの削除 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemDelPpInfo( 

int       eqid,                // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid;               // PPIDが格納されている領域のポインタ 

);  

 

API int APIX GemDelPpInfoX( 

int       eqid,                // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index                // ｲﾝﾃﾞｸｽ(0,1,2....) 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemDelPpInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String) As Int32 

 

Function GemDelPpInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemDelPpInfo( 

        int eqid, 

        byte[] pppid ); 

 

int GemDelPpInfoX( 

        int eqid, 

        int index ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

PPIDが格納されている領域のポインタです。 

index 

PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に削除できた。 

(-1) 未登録であった。 

 

（４）説明 
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ppidまたはindexに指定されているPPIDまたは、index指定されたプロセスプログラム情報をシステムの

登録から削除します。 
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３．11．２．５ GemSetPpState()  - プロセスプログラム状態の設定 

.               GemSetPpStateX() - インデクスでのプロセスプログラム状態の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSetPpState(  

int       eqid,                  // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid,                 // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int       state                  // 設定したい状態値 

);  

 

API int APIX GemSetPpStateX(  

int       eqid,                  // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                 // PPID情報のインデクス 

int       state                  // 設定したい状態値 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSetPpState ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByVal state As Int32) As Int32 

 

Function GemSetPpStateX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByVal state As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSetPpState( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        int state); 

 

int GemSetPpStateX( 

        int eqid, 

        int index, 

        int state ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

PPIDが格納されている領域のポインタです。 

state 

設定したいPPIDの状態値です。 

値=(-1)は使用不可を意味する値になります。 

index 
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PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) PPIDが未登録であった。 

 

（４）説明 

プロセスプログラム情報の状態値を設定します。 

状態値の意味合いは値=(-1)以外についてはユーザが定義して使用します。 
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３．11．２．６ GemGetPpState() ‒ プロセスプログラム状態の取得 

.               GemGetPpStateX() ‒ インデクスでのプロセスプログラム状態の取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetPpState(  

int       eqid,                  // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid,                 // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int       *state                 // 取得した状態値格納用領域ポインタ 

);  

 

API int APIX GemGetPpStateX(  

int       eqid,                  // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                 // PPID情報のインデクス 

int       *state                 // 取得した状態値格納用領域ポインタ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetPpState ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef state As Int32) As Int32 

 

Function GemGetPpStateX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef state As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetPpState( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref int state); 

 

int GemGetPpStateX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref int state ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

PPIDが格納されている領域のポインタです。 

state 

取得したPPIDの状態値を格納する領域のポインタです。 

index 

PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 
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インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) PPIDが未登録であった。 

 

（４）説明 

プロセスプログラム情報の状態値を取得します。 

状態値の意味合いは値=(-1)以外についてはユーザが定義して使用します。 
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３．11．２．７ GemGetPpList() ‒ 全登録PPID取得関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetPpList(  

int         eqid,                // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TTEXT_DLIST **list               // 取得ﾘｽﾄ格納ﾎﾟｲﾝﾀの格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetPpList ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef list As IntPtr) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetPpList( 

        int eqid, 

        IntPtr list ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

list 

取得できたPPIDが格納されているTTEXT_DLIST構造体のポインタを格納する領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。 

 

（４）説明 

システムに登録されているPPIDとその名前をTTEXT_DLIST構造体に取出すための関数です。 

取出す名前は、装置管理情報定義ファイルでPPID 定義時に与えられた名前です。 

取得した情報の処理が終了した後、DshFreeTTEXT_DLIST()関数でlist内部の情報格納用に使用されている

メモリを開放してください。 

 

TTEXT_DLIST構造体は次のとおりです。 

 

typedef struct{ 

        int         count;   // 取得できたID数 

        char        **id_list;  // 取得できたID格納用配列 

        char        **name_list;  // 取得できた名前格納ポインタ配列 

        }TTEXT_DLIST; 
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３．11．２．８ GemGetPpId() ‒ インデクスからPPID（プロセスプログラムID）の取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX GemGetPpId(  

int    eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int    index,          // PP情報のインデクス 

char   *ppid                 // 取得したPPIDを格納する領域のポインタ 

); 

 

[.NET VB] 

Function GemGetPpId ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByVal ppid As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetPpId( 

        int eqid, 

        int index, 

        byte[] ppid ); 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

index 

PP情報のインデクスです。登録時にGemAllocPpInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetPpIdIndex()関数で取得することができます。 

ppid 

PPIDを格納するための領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。（未登録） 

 

（４）説明 

PP情報のインデクスからPPID（プロセスプログラムID）を取得し、ppidに格納します。 

正常に取得できた場合は関数戻り値として0が返却されます。 
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３．11．２．９ GemGetPpIdIndex() ‒PPID（プロセスプログラムID）からインデクスの取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX GemGetPpIdIndex(  

int    eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char   *ppid,                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int    *index          // 取得したインデクスを格納するための領域のポインタ 

); 

 

[.NET VB] 

Function GemGetPpIdIndex ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetPpIdIndex( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref int index); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

インデクスを取得したい対象のPPIDが格納されている領域のポインタです。 

index 

取得したインデクスの値を格納するための領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。（未登録） 

 

（４）説明 

ppidに指定されるPPID（プロセスプログラムID）からPP情報インデクスを取得するための関数です。 

取得されたインデクスはindexで指定された領域に格納されます。 

正常に取得できた場合は関数戻り値として0が返却されます。 
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３．11．３ PP プロセスプログラム関連通信メッセージ送信要求関数 

 

３．11．３．１ GemSendS7F1() ‒ プロセスプログラムロード問合せメッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F1(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,                      // PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int  length,                     // ﾛｰﾄﾞ問合せするﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのﾊﾞｲﾄ長 

int  *ppgnt,                     // S7F2 ﾒｯｾｰｼﾞのPPGNT格納領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

int  (WINAPI *callback)(),     // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F1 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByVal length As Int32,  

        ByRef ackc7 As Int32,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F1,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F1( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        uint length, 

        ref int ackc7, 

        CallbackS7F1 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

ロードしたいプロセスプログラムIDが格納されているポインタです。 

length 

ロードしたいプロセスプログラムのバイト長です。 

ppgnt 

問合せ結果PPGNTを格納する領域のポインタです。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ
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ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。ppgntにPPGNT結果が返却される。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

装置にプロセスプログラム情報のロードを問い合わせます。 

ppidに指定されたPPIDとlength で与えられるプロセスプログラム長をS7F1メッセージに設定し、装置

に送信します。 

通信が正常に行われた場合、受信したS7F2応答メッセージ内のPPGNTをppgntに格納し、返却します。 

送信要求からS7F2応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F1コールバック関数指定の有無によって次

のようになります。 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F1送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F2が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制御

が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、ppgntにS7F2 ﾒｯｾｰｼﾞ内のPPGNT値が渡されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F1の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与え

られます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常であり、引数ppgntにS7F2 ﾒｯｾｰｼﾞ

内のPPGNT値が渡されます。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

int   *ppgnt,                   // PPGNTが格納されているﾒﾓﾘのﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F1(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef ackc7 As Integer, 

ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F1(int eqid, int status, int* ack, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。ppgntに応答ﾒｯｾｰｼﾞのPPGNT値が返却される。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．11．３．２ GemSendS7F3() ‒ プロセスプログラム情報メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F3(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,                      // PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

void *ppbody,                    // ppbody ﾃﾞｰﾀ格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

int  format,                     // ppbody ﾃﾞｰﾀのﾌｫｰﾏｯﾄ( ICODE_??) 

int  asize,                      // ppbody ﾃﾞｰﾀの配列ｻｲｽﾞ 

int  ackc7,                      // S7F4応答ACKC7 

int (WINAPI *s7f3Callback)(),   // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F3 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef ackc7 As Int32,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F3,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F3( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref int ackc7, 

        CallbackS7F3 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

送信したいプロセスプログラムIDが格納されているポインタです。 

ppbody 

送信したいプロセスプログラムPPBODYデータが格納されているポインタです。 

format 

ppbodyデータのフォーマットです。DSHDR2ドライバーで使用するデータアイテムのフォーマットで

す。 

asize 

ppbodyデータの配列サイズです。(ICODE_A)の場合は文字列バイト長になります。） 

ackc7 

受信した応答メッセージS7F4のACKC7返却用メモリのポインタです。 

s7f3Callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 
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コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

        ackc7にACKC7が返却されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

プロセスプログラム情報の装置への送信要求を行います。S7F3メッセージで送信します。 

送信対象プロセスプログラム情報の指定はプロセスプログラムIDならびにPPBODYデータで行います。 

PPBODYについてはフォーマットと配列サイズを指定する必要があります。 

 

送信要求からS7F4応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F3コールバック関数指定の有無によって次

のようになります。 

 

s7f3Callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F3送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F4が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制御

が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、ackc7にACKC7が渡されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F3の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与え

られます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常で引数ackc7にACKC7が渡されます。

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API   int   APIX s7f3Callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

int   *ackc7,                   // 応答ACKC7が格納されているﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F3(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef ackc7 As Integer, 

ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F3(int eqid, int end_status, int* ack, uint upara); 
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   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。ackc7にS7F4のACKC7が設定されます。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．11．３．３ GemSendS7F5() - プロセスプログラム情報問合せメッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F5(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,                      // PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPP_INFO *ppinfo,                // S7F6応答ﾒｯｾｰｼﾞのﾃﾞｺｰﾄﾞ結果格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *s7f5Callback)(),   // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F5 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef ppinfo As dsh_info.TPP_INFO,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F5,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F5( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref TPP_INFO ppinfo, 

        CallbackS7F5 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

装置に問合せたいプロセスプログラムIDが格納されているポインタです。 

ppinfo 

受信した応答メッセージS7F6をデコードしたPP情報を格納するTPP_INFO構造体の指定します。 

s7f5Callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

      ppinfoにS7F6で得られたPP情報が格納され、返却されます。

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 
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(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

S7F5メッセージを使って装置にプロセスプログラム情報の問合せ要求を行います。問合せはppidで指定さ

れるプロセスプログラムIDで行います。要求を受けたDSHGEM-LIBは、S7F5メッセージにエンコードし、

装置に送信します。 

送信要求からS7F6応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F5コールバック関数指定の有無によって次

のようになります。 

s7f5Callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F5送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F6が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制御

が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、rmsgにS7F6 ﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀが渡されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F5の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与え

られます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常で引数rmsgにS7F6 ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造

体のﾎﾟｲﾝﾀが与えられます。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

DSHGEM-LIBはS7F6で得られた情報を装置管理情報としての登録は行いません。必要に応じてユーザ側プロ

グラムで登録処理をしてください。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、PP情報構造体のポインタがppinfoに渡されますが、ユーザ側での

処理を終えた後、その構造体に使用されているメモリを解放してください。 

解放は次のようにDshFreeTPP_INFO()関数を使って行ってください。 

    DshFreeTPP_INFO(ppinfo); 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX s7f5Callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

TPP_INFO *ppinfo,               // 問合せ結果のPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F5(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef info As 

dsh_info.TPP_INFO, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F5(int eqid, int end_status, ref TPP_INFO info, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。ppinfoの構造体にPP情報が格納されます。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．11．３．４ GemSendS7F17() ‒ プロセスプログラム削除メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F17(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char **ppid_list,                // 削除するPPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀﾘｽﾄ 

int  count,                      // 削除するPPIDの数 

int  *ackc7,                     // S7F18応答ACKC7格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

int  (WINAPI *callback)(),     // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F17 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef ppid As IntPtr,  

        ByVal count As Int32,  

        ByRef ackc7 As Int32,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F17,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F17( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        int count, 

        ref int ackc7, 

        CallbackS7F17 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid_list 

削除したいプロセスプログラムIDが格納されているポインタのリストポインタです。 

count=0の場合はNULLでも構いません。 

count 

削除したいプロセスプログラム(PPID)の数です。count = 0の場合、全プロセスプログラムの削除要

求になります。 

ackc7 

削除結果ACKC7を格納する領域のポインタです。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ
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ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。ackc7にACKC7結果が返却される。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

装置にプロセスプログラム情報の削除を要求します。 

ppid_list内に指定されたcount分のPPIDをS7F17メッセージに設定し、装置に送信します。 

通信が正常に行われた場合、受信したS7F18応答メッセージ内のACKC7をackc7に格納し、返却します。 

送信要求からS7F18応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F17コールバック関数指定の有無によって

次のようになります。 

 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F17送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F18が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制

御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、ackc7にS7F18 ﾒｯｾｰｼﾞ内のACKC7値が渡されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F17の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常であり、引数ackc7にS7F18 ﾒｯｾｰｼﾞ

内のACKC7値が渡されます。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

int   *ackc7,                   // ACKC7値が格納されているﾒﾓﾘのﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F17(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef ackc7 As Integer, 

ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F17(int eqid, int status, int* ack, uint upara) 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。ackc7に応答ﾒｯｾｰｼﾞのACKC7値が返却される。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．11．３．５ GemSendS7F19() ‒ プロセスプログラム一覧要求メッセージ送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F19(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TPPID_LIST *list,                // 取得したPPID一覧格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int  (WINAPI *callback)(),      // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F19 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef list As dsh_info.TPPID_LIST,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F19,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F19( 

        int eqid, 

        ref TPPID_LIST list, 

        CallbackS7F19 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

list 

装置からS7F20応答メッセージで取得したPPID一覧を格納するためのTPP_LIST構造体のポインタ

です。 

callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

        list内に取得したPPID ﾘｽﾄが格納され返却される。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 



                                                                                  

Vol 6－ 28 

装置にプロセスプログラム情報の一覧要求を要求します。 

通信が正常に行われた場合、受信したS7F20応答メッセージ内のPPIDの一覧をlist構造体に格納した上

でAPPに返却されます。取得したPPIDの数はlist内にcountメンバーに設定されます。 

送信要求からS7F20応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F19コールバック関数指定の有無によって

次のようになります。 

 

callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F19送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F20が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制

御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、listにS7F20 ﾒｯｾｰｼﾞ内のPPID一覧が渡されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F19の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常であり、listにS7F20 ﾒｯｾｰｼﾞ内の

PPID一覧が渡されます。ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされま

す。 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

TPP_LIST   *list,               // PPID一覧が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F19(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef list As 

dsh_info.TPPID_LIST, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F19(int eqid, int status, ref TPPID_LIST list, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。listにS7F20 ﾒｯｾｰｼﾞ内のPPID一覧が渡されます。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．11．４ PP プロセスプログラム関連ライブラリ関数 

 

３．11．４．１ DshDecodeS7F3() - S7F3をプロセスプログラム情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS7F3(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPP_INFO *pinfo                    // ﾃﾞｺｰﾄﾞした情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS7F3 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS7F3( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S7F3のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードしたプロセスプログラム情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S7F3メッセージに含まれるプロセスプログラム情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTPP_INFO構造体

の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPP_INFO()関数を使って開放してくださ

い。（DshResponseS7F4()を使う場合、DshResonseS7F4()が開放してくれます。） 

 

smsg S7F3 

 

TPP_INFO 

構造体 

  L,2 

    ppid            decode 

    ppbody 
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３．11．４．２ DshEncodeS7F3() - プロセスプログラム情報をS7F3へエンコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshEncodeS7F3(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE   *buffer,                    // S7F3を格納するﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    bufflen,                    // bufferのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

TPP_INFO *pinfo                    // ｴﾝｺｰﾄﾞしたいPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshEncodeS7F3 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal bufflen As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshEncodeS7F3( 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int bufflen, 

        ref TPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

エンコードしたS7F3メッセージを格納するメッセージ情報構造体のポインタです。 

buffer 

エンコードしたS7F3のテキストを格納するためのバッファポインタです。 

bufflen 

bufferのバイトサイズです。 

pinfo 

エンコードしたいプロセスプログラム情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｴﾝｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくｴﾝｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

TPP_INFO構造体に格納されているプロセスプログラム情報をS7F3のSECSメッセージにエンコードします。 

bufferにはエンコードしたテキストを格納するために必要なメモリを準備しておく必要があります。 

smsg S7F3 

  L,2 

TPP_INFO 

構造体 

    ppid            encode 

    ppbody 
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３．11．４．３ DshFreeTPP_INFO() - プロセスプログラム情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTPP_INFO( 

      TPP_INFO *pinfo                    // ﾒﾓﾘを開放したいPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTPP_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTPP_INFO_ALL( 

        ref TPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したいプロセスプログラム情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TPP_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TPP_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．11．４．４ DshCopyTPP_INFO() - プロセスプログラム情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshCopyTPP_INFO(  

TPP_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPP_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTPP_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TPP_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTPP_INFO( 

        ref TPP_INFO dinfo, 

        ref TPP_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

コピー先構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元のプロセスプログラム情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTPP_INFO構造体内に格納されているプロセスプログラム情報をdinfoで指定されたTPP_INFO

構造体メモリにコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは、使用後、DshFreeTPP_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．11．４．５ DshInitPpInfo ‒ プロセスプログラムTPP_INFOの初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshInitPpInfo(  

TPP_INFO     *info,                // TPP_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int   ppid_fmt,             // ppidのﾌｫｰﾏｯﾄ 

int          ppid_size,            // ppidの配列ｻｲｽﾞ 

char         *ppid,                // ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID 

int   ppbody_fmt,           // ppbodyのﾌｫｰﾏｯﾄ 

int          ppbody_size,          // ppbodyの配列ｻｲｽﾞ 

char         *ppbody               // ppbody値 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitPpInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO,  

        ByVal ppid_fmt As Int32,  

        ByVal ppid_size As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByVal ppbody_fmt As Int32,  

        ByVal ppbody_size As Int32,  

        ByVal ppbody As String) 

 

[.NET C#] 

void DshInitPpInfo( 

        ref TPP_INFO info, 

        int ppid_fmt, 

        int ppid_size, 

        byte[] ppid, 

        int ppbody_fmt, 

        int ppbody_size, 

        byte[] ppbody ); 

 

（２）引数 

info 

プロセスプログラムTPP_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。 

ppid_fmt 

設定するプロセスプログラムIDのフォーマットです。(ICODE_Aを指定してください。) 

ppid_size 

設定するプロセスプログラムIDの配列サイズです。 

ppid 

設定するプロセスプログラムIDです。 

ppbody_fmt 

設定するプロセスプログラムのPPBODYフォーマットです。(ICODE_Aを指定してください。) 

ppbody_size 

設定するプロセスプログラムのPPBODY配列サイズです。 

ppbody_fmt 
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設定するプロセスプログラムPPBODY 値です。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

本関数はAPPがOFFLINEでﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を生成する際に使用することができます。 

最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要なメンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 

 

TPP_INFO構造体の使用後はDshFreeTPP_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリを開放してくだ

さい。 
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３．11．４．６ DshMakeS7F3Response() - S7F3の応答メッセージの生成 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS7F3Response(  

BYTE ackc7,                     // S7F4に設定するACKC7です。 

DSHMSG *smsg,                   // S7F4 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S7F4のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS7F3Response ( 

        ByVal ackc7 As Byte,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshMakeS7F3Response( 

        byte ackc7, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

ackc7 

S7F4メッセージのACKC7です。 

msg 

S7F4応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S7F4応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

 

（４）説明 

S7F4応答メッセージをmsg内に生成し、ackc7をS7F4のACKC7として設定します。 

ackc7の設定はユーザがPP情報を評価した結果です。 
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３．11．４．７ DshDecodeS7F17() - S7F17デコード－削除プロセスプログラム一覧 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS7F17(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPPID_LIST *list                   // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたPPID一覧情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS7F17 ( _ 

      ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG, _ 

      ByRef list As dsh_info.TPPID_LIST) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS7F17(  

 ref DSHMSG smsg,  

        ref TPPID_LIST list ); 

 

（２）引数 

smsg 

S7F17のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

list 

デコードしたPPID一覧情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S7F17メッセージに含まれるプロセスプログラムID情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTPPID_LIST

構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPPID_LIST()関数を使って開放してくだ

さい。 

 

smsg S7F17 

 

TPPID_LIST 

構造体 

  L,n 

    ppid1            decode 

    ppid2 

    . 

    . 
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３．11．４．８ DshDecodeS7F20() - S7F20デコード - プロセスプログラム一覧情報 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS7F20(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPPID_LIST *list                   // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたPPID一覧情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS7F20 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef list As dsh_info.TPPID_LIST) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS7F20( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TPPID_LIST list ); 

 

（２）引数 

smsg 

S7F20のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

list 

デコードしたPPID一覧情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S7F20メッセージに含まれるプロセスプログラムID情報を、ユーザプログラムが処理しやすいTPPID_LIST

構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPPID_LIST()関数を使って開放してくだ

さい。 

 

smsg S7F20 

 

TPPID_LIST 

構造体 

  L,n 

    ppid1            decode 

    ppid2 

    . 

    . 
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３．11．４．９ DshFreeTPPID_LIST() - プロセスプログラムID一覧情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTPPID_LIST( 

      TPPID_LIST *list               // ﾒﾓﾘを開放したいPPID情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTPPID_LIST ( 

        ByRef list As dsh_info.TPPID_LIST) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTPPID_LIST( 

        ref TPPID_LIST list ); 

 

（２）引数 

list 

メモリを解放したいプロセスプログラムID一覧情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TPPID_LIST構造体内でPPID情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TPPID_LISTの内容を 全て0 で初期設定します。 

listがNULLならば、何も処理しません。 
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３．11．４．10 DshDecodeS7F27() - S7F27をプロセスプログラム妥当性情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS7F27(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TPP_PVS_LIST *list                 // ﾃﾞｺｰﾄﾞしたPP妥当性ﾁｪｯｸ情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS7F27 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef list As dsh_info.TPP_PVS_LIST) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS7F27( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TPP_PVS_LIST list ); 

 

（２）引数 

smsg 

S7F27のSECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報が格納されている構造体のポインタです。 

list 

デコードしたPP妥当性チェック情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S7F27メッセージに含まれるプロセスプログラムID情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TPP_PVS_LIST構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTPP_PVS_LIST()関数を使って開放してく

ださい。 

 

smsg S7F27 

 

TPP_PVS_LIST 

構造体 

  L,2 

    ppid            decode 

    L,n 

      ACKC7A 

      . 
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３．11．４．11 DshFreeTPP_PVS_LIST() - プロセスプログラム妥当性情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTPP_PVS_LIST( 

      TPP_PVS_LIST *list             // ﾒﾓﾘを開放したい妥当性情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTPP_PVS_LIST ( 

        ByRef list As dsh_info.TPP_PVS_LIST) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTPP_PVS_LIST( 

        ref TPP_PVS_LIST list ); 

 

（２）引数 

list 

メモリを解放したいプロセスプログラム妥当性情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TPP_PVS_LIST構造体内で妥当性情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TPP_PVS_LISTの内容を 全て0 で初期設定します。 

listがNULLならば、何も処理しません。 
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３．11．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 

３．11．４．１ DshResponseS7F2() ‒ S7F2 PPロード問合せ応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS7F2(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TPPINQ_INFO *info,            // PP ﾛｰﾄﾞ問合せﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int    ppgnt                  // S7F2応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F2 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPPINQ_INFO,  

        ByVal ppgnt As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F2( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TPPINQ_INFO info, 

        int ppgnt ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F1信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのIDで

す。 

info 

PPロード問合せ情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

ppgnt 

送信する応答メッセージS7F2の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

PPロード問合せメッセージS7F1に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー
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ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているppgnt情報からS7F2メッセージを組み立て、その後、S7F2メッセージを送信します。 

 

なお、S7F2メッセージの組み立てに、DshMakeS7F2Response()関数を使用できます。 
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３．11．４．２ DshResponseS7F4() ‒ S7F4 PP送信応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS7F4(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TPP_INFO *info,               // PP送信ﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int    ackc7                  // S7F4応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F4 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO,  

        ByVal ackc7 As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F4( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TPP_INFO info, 

        int ackc7 ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F3信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのIDで

す。 

info 

PP送信情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

ackc7 

送信する応答メッセージS7F4の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

PP送信メッセージS7F3に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー

ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 
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引数に指定されているackc7情報からS7F4メッセージを組み立て、その後、S7F4メッセージを送信します。 

 

なお、S7F4メッセージの組み立てに、DshMakeS7F4Response()関数を使用できます。 
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３．11．４．３ DshResponseS7F6() ‒ S7F6 PP要求応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS7F6(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TPP_INFO *info,               // PP要求ﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int    ackc7                  // S7F6応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F6 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TPP_INFO,  

        ByVal ackc7 As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F6( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TPP_INFO info, 

        int ackc7 ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F5信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのIDで

す。 

info 

PP要求情報が格納されている構造体のポインタです。この内容が応答されます。 

 

ackc7 

送信する応答メッセージS7F6の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

PP要求メッセージS7F5に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー

ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 
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引数に指定されているinfoとackc7情報からS7F6メッセージを組み立て、その後、S7F6メッセージを送

信します。 

 

ackc7 が0以外の値（エラー）であれば、List=0のメッセージを応答します。 

 

なお、S7F6メッセージの組み立てに、DshEncodePp ()関数を使用できます。 

 

送信後は、infoの内部で使用されているメモリをDshFreeTPP_INFO()で開放します。 
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３．11．４．４ DshResponseS7F18() ‒ S7F18 PP削除指示応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS7F18(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

int    ackc7                  // S7F18応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F18 (  

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByVal ackc7 As Long) As Int32 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F18( 

        int eqid, 

        ID_TR trid, 

        int ackc7); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F17信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

ackc7 

送信する応答メッセージS7F18の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

PP削除指示メッセージS7F17に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー

ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているackc7情報からS7F18メッセージを組み立て、その後、S7F18メッセージを送信しま

す。 
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３．12 FPP 書式付プロセスプログラム情報アクセスサービス関数 

 

 ここで述べる書式付プロセスプログラム情報は、DSHGEM-LIBが管理します。従って、APPはこれらの情報をアクセス

と関連メッセージを送信するために以下のDSHGEM-LIB API関数を使用します。 

 

        APP                               DSHGEM-LIB                         装置  

情報取得と 

ﾒｯｾｰｼﾞ送信 

 

書式付PP情報 

ｱｸｾｽ、ﾒｯｾｰｼﾞ送信 

API関数 

 

S7F23

S7F25

ﾒｯｾｰｼﾞ 

送受信処理

書式付 

PP情報

S7F23 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）情報アクセスと送信API関数 

 

プロセスプログラム情報のアクセスと装置へのメッセージ送信に関連するサービスのためのAPI関数名は

一覧表のとおりです。 

 

 API関数名 機能 

1 GemAllocFppInfo() PPID情報領域を割当て登録します。 

2 GemSetFppInfo() 書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を設定・変更します。 

3 GemGetFppInfo() PPID指定で書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を取得します。 

4 GemGetFppInfoX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定で書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を取得します。 

5 GemDelFppInfo() PPID指定で書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を削除します。 

6 GemDelFppInfoX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定で書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を削除します。 

7 GemSetFppState() PPID指定でPPIDの状態を設定します。 

8 GemSetFppStateX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でPPIDの状態を設定します。 

9 GemGetFppState() PPID指定でPPIDの状態を取得します。 

10 GemGetFppStateX() PPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽ指定でPPIDの状態を取得します。 

11 GemGetFppId() 指定したPPID情報ｲﾝﾃﾞｸｽのPPIDを取得します。 

12 GemGetFppIdIndex() 指定したPPIDの情報ｲﾝﾃﾞｸｽを取得します。 

13 GemGetFppList() PPIDの一覧ﾘｽﾄを取得します。 

14 GemSendS7F23() S7F23 ﾒｯｾｰｼﾞでPPID情報を送信します。 

15 GemSendS7F25() S7F25 ﾒｯｾｰｼﾞを使ってPPID情報を取得します。 

 
PPIDインデクスは、DSHGEM-LIBが管理する各PPID領域の番号です。このインデクスの値は、

GemAllocFppInfo()関数実行時にDSHGEM-LIBによって割当てられ、APPに渡されます。また、PPID情報の

取得時に、情報格納構造体メンバーの indexに設定されます。 
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（２）ライブラリ関数 

 

他にAPPが使用できる書式付プロセスプログラム情報処理用API関数として、以下の関数があります。 

 

 API関数名 機能 

1 DshDecodeS7F23() S7F23のﾒｯｾｰｼﾞ内の書式付PP情報をTFPP_INFO構造体にﾃﾞｺｰﾄﾞ収納するための関

数です。 

2 DshEncodeS7F23() TFPP_INFO 構造体のﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を S7F23 ﾒｯｾｰｼﾞにｴﾝｺｰﾄﾞするための関数で

す。 

3 DshFreeTFPP_INFO() 書式付PP情報が格納されているTFPP_INFO構造体とその内部で使用されているﾒ

ﾓﾘを開放するための関数です。 

4 DshCopyTFPP_INFO() TFPP_INFOの書式付PP情報をｺﾋﾟｰします。 

 

5 DshInitFppInfo() 書式付PP情報、TFPP_INFO構造体の初期設定を行います。 

 

6 DshPutFppCCode() 書式付PP情報にｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ情報を設定します。 

 

7 DshPutFppPPara() 書式付PP情報のｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ情報にﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報を設定します。 

 

8 DshPutFppPParaInfo() 

 

書式付ﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾊﾟﾗﾒｰﾀを配列位置指定で追加します。 

 

9 DshMakeS7F23Response() S7F24応答ﾒｯｾｰｼﾞを生成し、送信するための関数。u_s7f23.cで使用します。 

 

 

（３）ユーザ作成ライブラリ関数 

 

 ﾗｲﾌﾞﾗﾘ関数名 機能 

1 DshResponseS7F24() 

 

S7F24 書式付きプロセスプログラム送信応答メッセージ 

2 DshResponseS7F26() 

 

S7F26 書式付きプロセスプログラム要求応答メッセージ 
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３．12．１ 使用する情報格納構造体 

 

書式付プロセスプログラム情報を操作する関数は、共通の情報格納のためのTFPP_INFO構造体を使用しま

す。 

TFPP_INFOと、その内部で使用する他の構造体は下記のとおりです。 

 

（１）TFPP_INFO - Formatted Process Program Information 

 

typedef struct{ 

        int     index;                  // 情報格納場所ｲﾝﾃﾞｸｽ 

        int     state;                  // PPの状態 

        char    *name;                  // pp名(装置管理情報定義ﾌｧｲﾙで与えられた名前) 

        int     ppid_fmt;               // ppidのｱｲﾃﾑﾌｫｰﾏｯﾄ( Format 10 ASCIIが設定されます。) 

        int     ppid_size;              // 同配列ｻｲｽﾞ(実際のppidのﾊﾞｲﾄ長です。) 

        int     max_ppid_size;          // 配列ｻｲｽﾞの最大値 

        char    *ppid;                  // ppid値格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

        char    *mdln;                  // mdln格納 ﾎﾟｲﾝﾀ 

        char    *softrev;               // softrev格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

        int     ccode_count;            // # of process commands 

        TFPP_CCODE  **ccode_list;       // ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ情報ﾎﾟｲﾝﾀﾘｽﾄ 

        }TFPP_INFO;                     // formatted process program 

（注）ccode_count = 0の場合、ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞがないことを意味します。 

 

（２）TFPP_CCODE - Process Commmand Information  

 

typedef struct{ 

        int     ccode_fmt;              // ccodeのｱｲﾃﾑﾌｫｰﾏｯﾄ 

        int     ccode_size;             // 同配列ｻｲｽﾞ 

        void    *ccode;                 // command code値格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

        int     ppara_count;            // # of para count 

        TFPP_PARA **ppara_list;         // ﾊﾟﾗﾒｰﾀ情報ﾎﾟｲﾝﾀﾘｽﾄ 

        } TFPP_CCODE; 

（注）ppara_count = 0の場合、ﾊﾟﾗﾒｰﾀがないことを意味します。 

 

（３）Formatted Program Parameter  

 

typedef struct{ 

        int     ppara_fmt;              // pparaのｱｲﾃﾑﾌｫｰﾏｯﾄ 

        int     ppara_size;             // 同配列ｻｲｽﾞ 

        void    *ppara;                 // ﾊﾟﾗﾒｰﾀ値格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

        } TFPP_PARA; 
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３．12．２ FPP 書式付プロセスプログラム情報アクセス関数 

 
３．12．２．１ GemAllocFppInfo() - 書式付プロセスプログラムの登録 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemAllocFppInfo(  

int  eqid,               // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,              // 書式付PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int  *index              // 得られた情報領域ｲﾝﾃﾞｸｽ格納用ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemAllocFppInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemAllocFppInfo( 

        int eqid, 

        byte *ppid, 

        ref int index ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

登録したい書式付プロセスプログラムIDが格納されているポインタです。 

index 

登録された情報領域のインデクス値を格納する領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に登録できた。 

1 指定されたPPIDは既に登録されていた。 

(-1) 登録できなかった。 

 

（４）説明 

書式付プロセスプログラムを新規にシステムに登録するための関数です。 

引数ppidで与えられる書式付プロセスプログラムIDをシステムに登録します。 

 

正常に登録できた場合は、indexで指定された領域に登録された情報領域のインデクスが設定返却されます。 

もし、ppidに指定された書式付プロセスプログラムが既に登録済みであった場合には関数の戻り値 = 1 を

返却します。indexには既に登録されている情報領域のインデクスが設定されます。 

 

得られたインデクスを使って、情報の設定、取得、削除などのアクセスを行うことができます。 
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３．12．２．２ GemSetFppInfo()  - 書式付プロセスプログラム情報の設定 

.               GemSetFppInfoX() ‒ インデクス指定による書式付プロセスプログラム情報の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSetFppInfo(  

int  eqid,                    // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TFPP_INFO *pinfo              // 書式付PP情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

API int APIX GemSetFppInfoX(  

int  eqid,                    // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int  index,                   // GemAllocFppInfo()で得られたｲﾝﾃﾞｸｽ値 

TFPP_INFO *pinfo              // 書式付PP情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSetFppInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

Function GemSetFppInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSetFppInfo( 

        int eqid, 

        ref TFPP_INFO pinfo ); 

 

int GemSetFppInfoX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref TFPP_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

pinfo 

設定したい書式付プロセスプログラム情報が格納されている格納構造体領域のポインタです。 

index 

書式付PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 
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(-1) 設定できなかった。 

 

（４）説明 

本関数は、pinfoに格納されている書式付プロセスプログラム情報の設定・変更に使用します。 

 

引数pinfo内のppidメンバーに指定される書式付プロセスプログラムIDの情報として情報が設定されま

す。 

 

pinfo内にはPPIDの他、 コマンドコード、パラメータなどの情報が含まれます。 

指定したPPIDが既に登録済みである場合、pinfo内の内容にすべて書き換えられます。 

 

pinfo内のPPIDが未登録であった場合は、登録手続きをしてからPP情報を設定します。 

(GemAllocFppInfo()関数で行われる登録と同じ登録が行われます。) 
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３．12．２．３ GemGetFppInfo()  - 書式付プロセスプログラムの取得 

.               GemGetFppInfoX() - インデクス指定での書式付プロセスプログラムの取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetFppInfo( 

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid;                // PPIDが格納されている領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TFPP_INFO *pinfo                // 書式付PP情報を格納する構造体ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

API int APIX GemGetFppInfoX( 

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                // PPID情報のインデクス 

TFPP_INFO *pinfo                // 書式付PP情報を格納する構造体ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetFppInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

Function GemGetFppInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef pinfo As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetFppInfo( 

        int eqid, 

        byte *ppid, 

        ref TFPP_INFO pinfo ); 

 

int GemGetFppInfoX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref TFPP_INFO pinfo ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

書式付PPIDが格納されている領域のポインタです。 

pinfo 

取得した書式付PP情報を格納するための構造体領域のポインタです。 

index 

書式付PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 
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インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。(PPIDが未登録であった。) 

 

（４）説明 

ppidまたはindexに指定されているPPIDのプロセスプログラム情報をpinfoが指す構造体領域に取得しま

す。 

 

TFPP_INFO構造体の中に情報を格納するために必要なメモリは、DSHGEM-LIBが準備確保します。即ち、構

造体のメンバーの中でポインタになっている情報の実体即ち、ppid, mdlnなどのためのメモリは

DSHGEM-LIBが準備します。 

これらのメモリは、使用後、ユーザがDSHGEM-LIBのAPI関数を使って次のように開放してください。 

 TFPP_INFO   *pinfo;  

 

           if ( GemGetFppInfo( ppidinfo ) == 0 ){ 

          pinfoの処理 

             処理終了後 

                 DshFreeTFPP_INFO( pinfo );         // pinfo内に使用されているﾒﾓﾘの開放 

            } 
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３．12．２．４ GemDelFppInfo()  - 書式付プロセスプログラムの削除 

.               GemDelFppInfoX() - インデクスでの書式付プロセスプログラムの削除 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemDelFppInfo( 

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid;                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

);  

 

API int APIX GemDelFppInfoX( 

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index;                // ｲﾝﾃﾞｸｽ(0,1,2....) 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemDelFppInfo ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String) As Int32 

 

Function GemDelFppInfoX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemDelFppInfo( 

        int eqid, 

        byte *ppid ); 

 

int GemDelFppInfoX( 

        int eqid, 

        int index ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

書式付PPIDが格納されている領域のポインタです。 

index 

書式付PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に削除できた。 

(-1) PPIDが未登録であった。 

 

（４）説明 
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ppidまたはindexに指定されている書式付PPIDのプロセスプログラム情報をシステムの登録から削除しま

す。 
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３．12．２．５ GemSetFppState()  ‒ 書式付プロセスプログラム状態の設定 

.               GemSetFppStateX() ‒ インデクスでの書式付プロセスプログラム状態の設定 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSetFppState(  

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid,                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int       state                 // 設定したい状態値 

);  

 

API int APIX GemSetFppStateX(  

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                // PPID情報のインデクス 

int       state                 // 設定したい状態値 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSetFppState ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByVal state As Int32) As Int32 

 

Function GemSetFppStateX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByVal state As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSetFppState( 

        int eqid, 

        byte *ppid, 

        int state ); 

 

int GemSetFppStateX( 

        int eqid, 

        int index, 

        int state ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

書式付PPIDが格納されている領域のポインタです。 

state 

設定したいPPIDの状態値です。 

値=(-1)は使用不可を意味する値になります。 

index 
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書式付PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に設定できた。 

(-1) PPIDが未登録であった。 

 

（４）説明 

書式付プロセスプログラム情報の状態値を設定します。 

状態値の意味合いは値=(-1)以外についてはユーザが定義して使用します。 
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３．12．２．６ GemGetFppState()  ‒ 書式付プロセスプログラム状態の取得 

.               GemGetFppStateX() ‒ インデクスでの書式付プロセスプログラム状態の取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetFppState(  

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char      *ppid,                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int       *state                // 取得した状態値格納用領域ポインタ 

);  

 

API int APIX GemGetFppStateX(  

int       eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int       index,                // PPID情報のインデクス 

int       *state                // 取得した状態値格納用領域ポインタ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetFppState ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef state As Int32) As Int32 

 

Function GemGetFppStateX ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByRef state As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetFppState( 

        int eqid, 

        byte *ppid, 

        ref int state ); 

 

int GemGetFppStateX( 

        int eqid, 

        int index, 

        ref int state ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

書式付PPIDが格納されている領域のポインタです。 

state 

取得したPPIDの状態値を格納する領域のポインタです。 

index 

書式付PPID情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 
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インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) PPIDが未登録であった。 

 

（４）説明 

書式付プロセスプログラム情報の状態値を取得します。 

状態値の意味合いは値=(-1)以外についてはユーザが定義して使用します。 
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３．12．２．７ GemGetFppList() ‒ 全登録FPPID取得関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemGetFppList(  

int         eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TTEXT_DLIST **list                // 取得ﾘｽﾄ格納ﾎﾟｲﾝﾀの格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemGetFppList ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByRef list As IntPtr) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetFppList( 

        int eqid, 

        IntPtr list ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

list 

取得できたFPPIDが格納されているTTEXT_DLIST構造体のポインタを格納する領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。 

 

（４）説明 

システムに登録されているFPPID(書式付PPID)とその名前をTTEXT_DLIST構造体に取出すための関数です。 

取出す名前は、装置管理情報定義ファイルでFPPID 定義時に与えられた名前です。 

取得した情報の処理が終了した後、DshFreeTText_DLIST()関数でlist内部の情報格納用に使用されている

メモリを開放してください。 

 

TTEXT_DLIST構造体は次のとおりです。 

 

typedef struct{ 

        int         count;   // 取得できたID数 

        char        **id_list;  // 取得できたID格納用配列 

        char        **name_list;  // 取得できた名前格納ポインタ配列 

        }TTEXT_DLIST; 
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３．12．２．８ GemGetFppId() ‒ インデクスからFPPID（書式付プロセスプログラムID）の取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX GemGetFppId(  

int    eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

int    index,          // FPP情報のインデクス 

char   *ppid                 // 取得したPPIDを格納する領域のポインタ 

); 

 

[.NET VB] 

Function GemGetFppId ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal index As Int32,  

        ByVal ppid As String) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetFppId( 

        int eqid, 

        int index, 

        byte *ppid ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

index 

FPP情報のインデクスです。登録時にGemAllocFppInfo()関数によって与えられます。 

インデクスは、PPIDからGemGetFppIdIndex()関数で取得することができます。 

ppid 

FPPIDを格納するための領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。（未登録） 

 

（４）説明 

FPP情報のインデクスからPPID（書式付プロセスプログラムID）を取得し、ppidに格納します。 

正常に取得できた場合は関数戻り値として0が返却されます。 
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３．12．２．９ GemGetFppIdIndex() ‒FPPID（書式付プロセスプログラムID）からインデクスの取得 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX EgnGetFppIdIndex(  

int    eqid,                 // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char   *ppid,                // PPIDが格納されている領域のポインタ 

int    *index          // 取得したインデクスを格納するための領域のポインタ 

); 

 

[.NET VB] 

Function GemGetFppIdIndex ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef index As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemGetFppIdIndex( 

        int eqid, 

        byte *ppid, 

        ref int index ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

インデクスを取得したい対象のPPIDが格納されている領域のポインタです。 

index 

取得したインデクスの値を格納するための領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に取得できた。 

(-1) 取得できなかった。（未登録） 

 

（４）説明 

ppidに指定されるPPID（書式付プロセスプログラムID）からインデクスを取得するための関数です。 

取得されたインデクスはindexで指定された領域に格納されます。 

正常に取得できた場合は関数戻り値として0が返却されます。 
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３．12．３ FPP 書式付プロセスプログラム関連通信メッセージ送信要求関数 

 

３．12．３．１ GemSendS7F23() ‒ 書式付プロセスプログラム情報送信関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F23(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

TFPP_INFO *info,                 // FPP情報が格納されている構造体ﾎﾟｲﾝﾀ 

int  *ackc7,                     // S7F24応答ACKC7格納ﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *s7f23Callback)(),  // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F23 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef ackc7 As Int32,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F23,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F23( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref int ackc7, 

        CallbackS7F23 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

info 

送信したい書式付プロセスプログラム情報が格納されている構造体のポインタです。 

ackc7 

受信した応答メッセージのACKC7を格納する領域のポインタです。 

s7f23Callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 
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  ackc7にS7F24のACKC7が格納されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

 

（４）説明 

装置にinfo内に格納されている書式付プロセスプログラム情報の送信を行います。S7F23メッセージで送

信します。 

本関数はinfoの内容をS7F23メッセージにエンコードし、装置に送信します。 

送信要求からS7F24応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F23コールバック関数指定の有無によって

次のようになります。 

 

s7f23Callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F23送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F24が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制

御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、ackc7にS7F24のACKC7が格納されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F23の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常で、ackc7にS7F24のACKC7が格納

されます。ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、ackc7にS7F24のACKC7の値が格納されます。 

 

（５）コールバック関数 

[c,C++] 

API int  APIX s7f23Callback(  

int   eqid,     // 装置ID  

int   end_status,               // 実行結果 

int   *ackc7,                   // S7F24のACKC７の値が格納されているメモリポインタ 

ULONG upara                     // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F23(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef ackc7 As Integer, 

ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F23(int eqid, int end_status, int *ackc7, uint upara); 

 

   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。ackc7にS7F24のACKC7が格納されます。。 

9 ｽﾌﾟｰﾙされた。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．12．３．２ GemSendS7F25() - 書式付プロセスプログラム情報問合せ関数 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX GemSendS7F25(  

int  eqid,                       // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

char *ppid,                      // 書式付PPID格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

TFPP_INFO *info,                 // S7F26で取得したFPP情報格納構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int (WINAPI *s7f25Callback)(),  // 実行終了時のｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数 

ULONG upara                      // callback時のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function GemSendS7F25 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal ppid As String,  

        ByRef ppinfo As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal callback As vcallback.callback_S7F25,  

        ByVal upara As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int GemSendS7F25( 

        int eqid, 

        byte[] ppid, 

        ref TFPP_INFO ppinfo, 

        CallbackS7F25 callback, 

        uint upara ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

ppid 

装置に問合せたい書式付プロセスプログラムIDが格納されているポインタです。 

info 

受信した応答メッセージS7F26のFPP情報を格納する構造体のポインタを指定します。 

s7f25Callback 

DSHGEM-LIB によるメッセージ送信処理が終了したときに呼出されるコールバック関数を指定します。 

ユーザは任意の関数名を指定できます。 

コールバックの指定が=0の場合はブロックモードになります。 

upara 

コールバックされたときに引数で渡してもらうためのパラメータです。関数実行終了時にコールバ

ックされた際、何かの判別情報として使用したい値、構造体ポインタなどを設定します。 

 

（３）戻り値 
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戻り値 意味 

0 (1) ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ： 正常に送信できた。 

        info内にFPP情報が格納されます。 

(2) 非ﾌﾞﾛｯｸﾓｰﾄﾞ：要求が受け付けられた。 

(-1) 送信できなかった。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 

（４）説明 

装置に書式付プロセスプログラム情報の問合せ要求を行います。S7F25メッセージを使います。 

問合せ指定は書式付プロセスプログラムIDで行います。 

要求を受けたDSHGEM-LIBは、S7F25メッセージにエンコードし、装置に送信します。 

送信要求からS7F26応答メッセージ受信までの制御は引数のS7F25コールバック関数指定の有無によって

次のようになります。 

 

s7f25Callbackの指定 制御の流れ 

なし 

(=0) 

S7F25送信後、応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F26が受信されるか、またはｴﾗｰを検出するまで制

御が要求元に戻ってきません。 

正常終了であれば、info内にFPP情報が格納されます。 

あり 

 

送信要求後、S7F25の送信前に制御が戻されます。実行結果はｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数で与

えられます。 

ｺｰﾙﾊﾞｯｸ関数のend_statusが=0ならば正常で引数info内にFPP情報が格納され

ます。 

ｴﾗｰが検出された場合、(-1)がend_statusにｾｯﾄされます。 

 

DSHGEM-LIBはS7F26で得られた情報の装置管理情報としての登録は行いません。必要に応じてユーザ側プ

ログラムで登録のための処理をしてください。 

 

正常に応答メッセージを受信した場合、info内の情報の処理を終えた後、その構造体に使用されているメ

モリを解放してください。 

解放は次のようにDshFreeTFPP_INFO()関数を使って行ってください。 

 

    DshFreeTFPP_INFO(info); 

 

（５）コールバック関数 

API int  APIX s7f25Callback(  

int   eqid,   // 装置ID  

int   end_status,             // 実行結果 

TFPP_INFO *info,              // 応答ﾒｯｾｰｼﾞ S7F26のFPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

ULONG upara                   // 呼出時に指定したﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function callback_S7F25(ByVal eqid As Integer, ByVal end_status As Integer, ByRef info As 

dsh_info.TFPP_INFO, ByVal upara As Integer) As Integer 

 

[.NET C#] 

int CallbackS7F25(int eqid, int status, ref TFPP_INFO *info, uint upara); 
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   end_status には以下の値が設定されます。 

結果 意味 

0 正常に送信できた。info内にFPP情報が格納されます。 

(-1) 送信ｴﾗｰを検出した。 

(-14) T3 ﾀｲﾑｱｳﾄを検出した。 
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３．12．４ FPP 書式付プロセスプログラム関連ライブラリ関数 

 

３．12．４．１ DshDecodeS7F23() - S7F23を書式付プロセスプログラム情報にデコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshDecodeS7F23(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

TFPP_INFO *pinfo                  // ﾃﾞｺｰﾄﾞした情報を格納する構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshDecodeS7F23 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshDecodeS7F23( 

        ref DSHMSG smsg, 

        ref TFPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

S7F23のSECSメッセージ情報が格納されている構造体のポインタです。 

pinfo 

デコードした書式付プロセスプログラム情報を格納する構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にﾃﾞｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくﾃﾞｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

S7F23メッセージに含まれる書式付プロセスプログラム情報を、ユーザプログラムが処理しやすい

TFPP_INFO構造体の中にデコードします。 

なお、構造体使用後は、構造体内部で使用されたメモリをDshFreeTFPP_INFO()関数を使って開放してくだ

さい。（DshResponseS7F24()を使う場合、DshResonseS7F24()が開放してくれます。） 

 

smsg S7F23 

 

TFPP_INFO 

構造体 

  L,4 

    ppid            decode 

    mdln 

     . 



                                                                                  

Vol 6－ 71 

３．12．４．２ DshEncodeS7F23() - 書式付プロセスプログラム情報をS7F23へエンコード 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshEncodeS7F23(  

DSHMSG *smsg,                      // SECS ﾒｯｾｰｼﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE   *buffer,                    // S7F23を格納するﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    bufflen,                    // bufferのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

TFPP_INFO *pinfo                   // ｴﾝｺｰﾄﾞしたいPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshEncodeS7F23 ( 

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal bufflen As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshEncodeS7F23( 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int bufflen, 

        ref TFPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

smsg 

エンコードしたS7F23メッセージを格納するメッセージ情報構造体のポインタです。 

buffer 

エンコードしたS7F23のテキストを格納するためのバッファポインタです。 

bufflen 

bufferのバイトサイズです。 

pinfo 

エンコードしたい書式付プロセスプログラム情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｴﾝｺｰﾄﾞできた。 

(-1) smsgを正しくｴﾝｺｰﾄﾞできなかった。 

 

（４）説明 

TFPP_INFO構造体に格納されている書式付プロセスプログラム情報を、S7F23のSECSメッセージにエンコ

ードします。 

bufferにはエンコードしたテキストを格納するために必要なメモリを準備しておく必要があります。 

smsg S7F23 

TFPP_INFO 

構造体 

  L,4 

    ppid            encode 

    mdln 
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３．12．４．３ DshFreeTFPP_INFO() - 書式付プロセスプログラム情報構造体メモリの開放 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API void APIX DshFreeTFPP_INFO( 

      TFPP_INFO *pinfo                   // ﾒﾓﾘを開放したいPP情報が格納されている構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Sub DshFreeTFPP_INFO ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO) 

 

[.NET C#] 

void DshFreeTFPP_INFO( 

        ref TFPP_INFO info ); 

 

（２）引数 

pinfo 

メモリを解放したい書式付プロセスプログラム情報構造体のポインタです。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

TFPP_INFO構造体内で情報格納用に使用されているメモリを全て解放します。 

開放した後、TFPP_INFOの内容を 全て0 で初期設定します。 

pinfoがNULLならば、何も処理しません。 
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３．12．４．４ DshCopyTFPP_INFO() - 書式付プロセスプログラム情報構造体メモリのコピー 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshCopyTFPP_INFO(  

TFPP_INFO *dinfo,                 // ｺﾋﾟｰ先のﾎﾟｲﾝﾀ 

TFPP_INFO *sinfo                  // ｺﾋﾟｰ元のﾎﾟｲﾝﾀ 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshCopyTFPP_INFO ( 

        ByRef dinfo As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByRef sinfo As dsh_info.TFPP_INFO) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshCopyTFPP_INFO( 

        ref TFPP_INFO dinfo, 

        ref TFPP_INFO sinfo ); 

 

（２）引数 

dinfo 

コピー先の書式付プロセスプログラム情報を格納する構造体メモリのポインタです。 

sinfo 

コピー元の書式付プロセスプログラム情報が格納されている構造体メモリのポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常にｺﾋﾟｰできた。 

(-1) sinfoまたはdinfoの値がNULLだったのでｺﾋﾟｰできなかった。 

 

（４）説明 

sinfoが指すTFPP_INFO構造体内に格納されている書式付プロセスプログラム情報をdinfoで指定された

TFPP_INFO構造体にコピーします。 

 

dinfo内のメンバーで新しいメモリが必要なものは本関数が取得します。 

 

dinfo内メンバーで確保されたメモリは,使用後、DshFreeTFPP_INFO()関数を使って開放してください。 
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３．12．４．５ DshInitFppInfo ‒ 書式付プロセスプログラムTFPP_INFOの初期設定 

 
（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int  APIX DshInitFppInfo(  

TFPP_INFO    *info,                // TFPP_INFO構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

char         *ppid,                // 書式付きﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ID 

char         *mdln,                // model名 

char         *softrev,             // soft revision 

int          ccode_count           // ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ情報ﾘｽﾄのｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Sub DshInitFppInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal ppid As String,  

        ByVal mdln As String,  

        ByVal softrev As String,  

        ByVal ccode_count As Int32) 

 

[.NET C#] 

void DshInitFppInfo( 

        ref TFPP_INFO info, 

        byte[] ppid, 

        byte[] mdln, 

        byte[] softrev, 

        int ccode_count ); 

 

（２）引数 

info 

書式付プロセスプログラムTFPP_INFO構造体のポインタです。このメンバーを初期設定します。 

ppid 

設定する書式付きプロセスプログラムID（文字列）です。 

mdln 

書式付きプロセスプログラムのモデル名です。 

softrev 

書式付きプロセスプログラムのSoftware Revisionです。 

ccode_count 

TFPP_INFOに含むコマンドコードの最大数です。 

 

（３）戻り値 

なし。 

 

（４）説明 

本関数はAPPがOFFLINEで書式付きﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報を生成する際に使用することができます。 

最初にinfo内をクリアします。そして、引数で指定された情報をinfo内に設定します。 

メモリが必要なメンバーについてはメモリを確保し情報をコピーします。 
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また、書式付きプロセスプログラムのコマンドコード情報の設定については次のDshPutFppCCode()関数を

使ってください。 

 

TFPP_INFO構造体の使用後はDshFreeTFPP_INFO()関数を使って構造体内部で使用したメモリを開放してく

ださい。 
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３．12．４．６ DshPutFppCCode() ‒書式付プロセスプログラムコマンドコード情報の追加 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutFppCCode( 

TFPP_INFO   *info,                 // 書式付きﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int         ccode_fmt,             // ccode値のformat 

int         ccode_size,            // ccode値の配列ｻｲｽﾞ 

int         max_ccode_size,        // ccode値の最大配列ｻｲｽﾞ 

void        *ccode,                // ccode値が格納されている領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

int         ppara_count            // 付属ﾊﾟﾗﾒｰﾀの数 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshPutFppCCode ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal ccode_fmt As Int32,  

        ByVal ccode_size As Int32,  

        ByVal max_ccode_size As Int32,  

        ByVal ccode As String,  

        ByVal ppara_count As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutFppCCode( 

        ref TFPP_INFO info, 

        int ccode_fmt, 

        int ccode_size, 

        int max_ccode_size, 

        byte[] ccode, 

        int ppara_count ); 

 

（２）引数 

info 

書式付きプロセスプログラム情報構造体のポインタです。 

ccode_fmt 

コマンドコード値のフォーマットです。 

ccode_size 

コマンドコード値の配列サイズです。 

max_ccode_size 

コマンドコード値の最大配列サイズです。 

ccode 

コマンドコード値が格納されている領域のポインタです。 

ppara_count 

コマンドコード情報に付属するパラメータの数です。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に追加できた。 
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(-1) ｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞの数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshInitFppInfo()で初期設定された書式付きプロセスプログラム情報構造体内のccode_listリストに

コマンドコード情報TFPP_CCODEを１個加えます。 

ccode_list内のコマンドコード情報リスト上に、本関数が実行される順に情報を追加していきます。 

設定後 0 を返却します。 

もし、info内のccode_countで指定された分のコマンドコードが既に設定済みであった場合は、(-1)を返

却します。 

TFPP_CCODE内へのパラメータ情報の設定はDshPutFppPPara()関数を使って行ってください。 

  



                                                                                  

Vol 6－ 78 

３．12．４．７ DshPutFppPPara() ‒書式付プロセスプログラムパラメータ情報の追加 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutFppPPara( 

TFPP_CCODE  *info,                 // 書式付きﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺﾏﾝﾄﾞｺｰﾄﾞ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int         ppara_fmt,             // ppara値のformat 

int         ppara_size,            // ppara値の配列ｻｲｽﾞ 

int         max_ppara_size,        // ppara値の最大配列ｻｲｽﾞ 

void        *ppara,                // ppara値が格納されている領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshPutFppPPara ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_CCODE,  

        ByVal ppara_fmt As Int32,  

        ByVal ppara_size As Int32,  

        ByVal max_ppara_size As Int32,  

        ByVal ppara As IntPtr) As Int32 

 

    Function DshPutFppPParaInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal order As Int32,  

        ByVal ppara_fmt As Int32,  

        ByVal ppara_size As Int32,  

        ByVal max_ppara_size As Int32,  

        ByVal ppara As String) As Int32 

 

    Function DshPutFppPParaInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal order As Int32,  

        ByVal ppara_fmt As Int32,  

        ByVal ppara_size As Int32,  

        ByVal max_ppara_size As Int32,  

        ByVal ppara As IntPtr) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutFppPPara( 

        ref TFPP_CCODE info, 

        int ppara_fmt, 

        int ppara_size, 

        int max_ppara_size, 

        byte[] ppara ); 

 

（２）引数 

info 

書式付きプロセスプログラムコマンドコード情報構造体のポインタです。 

ppara_fmt 
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パラメータ値のフォーマットです。 

ppara_size 

パラメータ値の配列サイズです。 

max_ppara_size 

パラメータ値の最大配列サイズです。 

ppara 

パラメータ値が格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に追加できた。 

(-1) ﾊﾟﾗﾒｰﾀの数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshPutFppCCode()で設定された書式付きプロセスプログラムのコマンドコード情報構造体リスト

ppara_listにパラメータ情報TFPP_PPARAを１個加えます。 

ppara_list内のパラメータ情報リスト上に、本関数が実行される順に情報を追加していきます。 

設定後 0 を返却します。 

もし、info内のppara_countで指定された分のパラメータが既に設定済みであった場合は、(-1)を返却し

ます。 
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３．12．４．８ DshPutFppPParaInfo() ‒書式付プロセスプログラムパラメータの配列指定追加 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshPutFppPParaInfo( 

TFPP_INFO  *info,                  // 書式付きﾌﾟﾛｾｽﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ情報構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

int         index,                 // ccode_list[]配列ｲﾝﾃﾞｸｽ 

int         ppara_fmt,             // ppara値のformat 

int         ppara_size,            // ppara値の配列ｻｲｽﾞ 

int         max_ppara_size,        // ppara値の最大配列ｻｲｽﾞ 

void        *ppara,                // ppara値が格納されている領域ﾎﾟｲﾝﾀ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshPutFppPParaInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal order As Int32,  

        ByVal ppara_fmt As Int32,  

        ByVal ppara_size As Int32,  

        ByVal max_ppara_size As Int32,  

        ByVal ppara As String) As Int32 

 

Function DshPutFppPParaInfo ( 

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal order As Int32,  

        ByVal ppara_fmt As Int32,  

        ByVal ppara_size As Int32,  

        ByVal max_ppara_size As Int32,  

        ByVal ppara As IntPtr) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshPutFppPParaInfo(  

        ref TFPP_INFO pinfo,  

        int order,  

        int ppara_fmt,  

        int ppara_size,  

        int max_ppara_size,  

        byte[] ppara ); 

 

（２）引数 

info 

書式付きプロセスプログラム情報構造体のポインタです。 

index 

ccode_list[]配列の位置(0,1,2...) 

ppara_fmt 

パラメータ値のフォーマットです。 

ppara_size 

パラメータ値の配列サイズです。 
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max_ppara_size 

パラメータ値の最大配列サイズです。 

ppara 

パラメータ値が格納されている領域のポインタです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に追加できた。 

(-1) ﾊﾟﾗﾒｰﾀの数が指定数を超えている。 

 

（４）説明 

先にDshPutFppCCode()で設定された書式付きプロセスプログラムのコマンドコード情報構造体リスト

ppara_listのindexで指定された配列位置にパラメータ情報TFPP_PPARAを１個加えます。 

ppara_list内のパラメータ情報リスト上に、本関数が実行される順に情報を追加していきます。 

設定後 0 を返却します。 

もし、indexの値がppara_listの配列サイズを超えている場合、または、ppara_listのppara_countで指

定された分のパラメータが既に設定済みであった場合は、(-1)を返却します。 

       TFPP_INFO               TFPP_CODE                   TFPP_PARA 

ppara_list[1] 

ppara_list[0] 
 

ppara_list[]内の空き listに追加する。

ppara_list[n] 

fmt 
. 

ppara 

  
ccode_list[index] 
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３．12．４．９ DshMakeS7F23Response() - S7F23の応答メッセージの生成 

 

（１）呼出書式 

[c,C++] 

API int APIX DshMakeS7F23Response(  

int    eqid,                    // 通信対象装置ID(0,1,2,...) 

BYTE   ackc7,                   // S7F24に設定するACKC7です。 

DSHMSG *smsg,                   // S7F24 ﾒｯｾｰｼﾞを格納するﾒｯｾｰｼﾞ構造体のﾎﾟｲﾝﾀ 

BYTE  *buff,                 // S7F24のﾃｷｽﾄ格納ﾊﾞｯﾌｧﾎﾟｲﾝﾀ 

int    buff_size                // buffのﾊﾞｲﾄｻｲｽﾞ 

); 

 

[.NET VB] 

Function DshMakeS7F23Response ( 

        ByVal ackc7 As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByRef smsg As dshdr2.DSHMSG,  

        ByRef buff As Byte,  

        ByVal buff_size As Int32) As Int32 

[.NET C#] 

int DshMakeS7F23Response( 

        int ackc7, 

        ref TFPP_INFO info, 

        ref DSHMSG smsg, 

        byte[] buff, 

        int buff_size ); 

 

（２）引数 

ackc7 

S7F24メッセージのACKC7です。 

msg 

S7F24応答メッセージ情報を格納するためのメッセージ構造体のポインタです。 

buff 

S7F24応答メッセージのテキストを格納するためのバッファポインタです。 

buff_size 

buffのバイトサイズです。 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に生成できた。 

(-1) 生成できなかった。（buff領域不足） 

 

（４）説明 

S7F23に対するS7F24応答メッセージをmsg, buff内に作成します。 

応答情報は、ackc7をS7F24のACKC7として設定します。 

ackc7の設定はユーザが書式付PP情報を評価した結果です。 
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３．12．４ ユーザ作成ライブラリ関数 

 

３．12．４．１ DshResponseS7F24() ‒ S7F24 書式付きPP送信応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS7F24(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TFPP_INFO *info,              //書式付きPP送信ﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int    ackc7                  // S7F24応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F24 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal ackc7 As Int32) As Int32 

 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F24( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TFPP_INFO info, 

        int ackc7 ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F23信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

書式付きPP送信情報が格納されている構造体のポインタです。 

 

ackc7 

送信する応答メッセージS7F24の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

書式付きPP送信メッセージS7F23に対する応答メッセージを送信します。 
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本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー

ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 

 

引数に指定されているackc7情報からS7F24メッセージを組み立て、その後、S7F24メッセージを送信しま

す。 

 

なお、S7F24メッセージの組み立てに、DshMakeS7F24Response()関数を使用できます。 
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３．12．４．２ DshResponseS726() ‒ S7F26 PP要求応答メッセージ 

 

（１）呼出書式   

[c,C++] 

API int APIX DshResponseS726(  

int    eqid,                  // 通信対象装置ID(0,16,...) 

ID_TR  trid,                  // DSHDR2のﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ ID 

TFPP_INFO *info,              //書式付きPP要求ﾒｯｾｰｼﾞ情報格納領域のﾎﾟｲﾝﾀ 

int    ackc7                  // S726応答ACK 

);  

 

[.NET VB] 

Function DshResponseS7F26 ( 

        ByVal eqid As Int32,  

        ByVal trid As Int32,  

        ByRef info As dsh_info.TFPP_INFO,  

        ByVal ackc7 As Int32) As Int32 

 

[.NET C#] 

int DshResponseS7F26( 

        int eqid, 

        uint trid, 

        ref TFPP_INFO info, 

        int ackc7 ); 

 

（２）引数 

eqid 

通信エンジンが通信する対象装置IDを指定します。装置IDは0から始まる番号です。 

trid 

S7F25信時にDSHGEMLIBから渡されるDSHDR2通信ドライバーのトランザクション管理のためのID

です。 

info 

書式付きPP要求情報が格納されている構造体のポインタです。この内容が応答されます。 

 

ackc7 

送信する応答メッセージS726の許可情報 

 

（３）戻り値 

戻り値 意味 

0 正常に送信できた。 

(-1) 送信できなかった。 

 

（４）説明 

書式付きPP要求メッセージS7F25に対する応答メッセージを送信します。 

 

本関数はユーザ作成ライブラリDLL(dshgemulib.dll)に含まれる関数ですが、ここではDSHGEMLIBパッケー

ジに標準的な関数として付属されているものです。（ユーザ独自による作成も可能です） 
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引数に指定されているinfoとackc7情報からS7F26メッセージを組み立て、その後、S726メッセージを送

信します。 

 

ackc7 が0以外の値（エラー）であれば、List=0のメッセージを応答します。 

 

なお、S7F26メッセージの組み立てに、DshEncodeFpp ()関数を使用できます。 

 

送信後は、infoの内部で使用されているメモリをDshFreeTFPP_INFO()で開放します 
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